
酸化還元滴定

過酸化水素Ｈ ２Ｏ ２に過マンガン酸カリウムＫＭｎＯ４の硫酸酸性水溶液を加えた

ときの酸化還元反応。

KMnO 4 + 8H ++5e -→ K + + Mn 2+ + 4H 2O ……① （酸化剤）

H 2O 2 → O 2 + 2H + + 2e - ……② （還元剤）

２×① ＋ ５×②

2KMnO 4 + 16H + + 10e - → 2K + + 2Mn 2+ + 8H 2O ……２×①

＋ ） 5H 2O 2 → 5 O 2 + 10H + + 10e - ……５×②

2KMnO 4 + 5H 2O 2 + 6H + → 2Mn 2+ + 2K + + 8H 2O + 5 O 2

＋ ）追加イオン 3SO 4
2- → 2SO 4

2- ＋ SO 4
2-

2KMnO 4 + 5H 2O 2 + 3H 2SO 4 → 2MnSO 4 + K 2SO 4 + 8H 2O + 5O 2

2KMnO 4 + 5H 2O 2 + 3H 2SO 4 → 2MnSO 4 + K 2SO 4 + 8H 2O + 5O 2

2 mol (5× 34)ｇ

ｎ mol ｍ ｇ

◆酸化還元滴定でｎ (mol)を求めて、次にｍ(g)を決定する。

【注意事項】

２．の(2)オキシドール約 5�←正確ではない。実験データとしては使えない！！

体積ではなく質量で処理する。

オキシドールの質量 (4.97)ｇ、その中に溶質としてのH 2O 2 が（ｘ） g 存在している。

水溶液 溶質 (この質量を求めるのです。)

下記の (1)と (2)は同じことである。（溶液と溶質を混同しないこと！）

(1) H 2O 2 過酸化水素ｘgに純水を加えて100� とし、………

（を溶かして）

(2) オキシドール 4.97ｇに純水を加えて 100� とし、………

溶質は便宜的に( )で表している。

H 2O 2水溶液4.97ｇ

H 2O 2 ｘg

H 2O 2水溶液100�
溶質の量は変わらない

１． (3)の②

約 10倍程度に薄めた３ mol/�のH 2SO 4 を10�ほど①に追加する。

次のように解釈する。

３ mol/�の硫酸を10倍に薄めて、コニカルビーカーに追加する。

硫酸は教卓に置いておく。

10倍に薄める方法 （目盛付試験管を用いる）

水溶液の体積を 10倍にすればよい。

※2007年度は、薄めたものを教卓に置きたいと思っているが、未定である。

実験直前の指示に従ってください。

2KMnO 4 + 5H 2O 2 + 3H 2SO 4 → 2MnSO 4 + K 2SO 4 + 8H 2O + 5O 2

2 mol (5× 34)ｇ

1.81×10－４ mol ｍ ｇ

比例式をつくり、ｍを求めると
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